
｢パターン形成､運動およびその統計｣

粒 子の蒸発 と凝集 を介 した クラス タ -成 長

P.Meakin (duFont)､ 松下 責 (中大 理工 )､早 川 美徳 (東 北大教養 )

クラス ター中の粒 子の うち､ 1ケの ポ ン ドで結合 した tip粒子だ けが蒸 発 し､

元 の または他の クラス タ:'Q)界 面 に再 凝集す るプ ロセス を繰 り返す 機構で成長す

るクラス ター形成 の モデル 日 を計算 概 シ ミュレーシ ョンで考来 した｡ シ ミュレー

シ ョンは 2次元 (d=2)正方格子お よび 3次元 (d=3)立 方格子 で行 い､ 蒸 発粒子 の軌

跡 も ratldonwalk型 (du=2),ballistic型 (du--1), reaction-1imited型 (dw=0)を試

みた｡ こ.こてdNは粒 子の軌跡 の フラクタル次元 であ る｡ 低溝度 の場合 には､ 成長

後の ク ラス ターの フ ラクタル次元l)はdvの値 によ らず latticeanim lの それ に一致

す る｡ 平 均 クラス ターサ イズS(t)､ クラス ター数封(t)に関す る指数 Z,2'(S(t)～

tz;汁(t,)ルt~Z')もZ=Z'で､ duにそれ ほ どよらな い｡ 高襟 度 の極限では､ クラス タ

ーは ラ フな表面 を持 った コンパ ク トな構造 を持つ. クラス ター ･サ イズ分布 肘,●
(t)は密度 によ らず ブ ロー ドであ り､ ス ケー リング形 N,(t)～5-2f(9/S(t))で よ く

記述 され る｡ クラス ターの回転 半径RSのサ イズS依存性 も簡単 なス ケー リング形

R8-Sl'Dg(pD'"~D'S) で記述 され る｡ ここでdは空 間次元､ Pは密度 であ る｡
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